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ム 云 話 II 
戦争の話，苦労話を 言い伝えとして 語る 
ワテケ : え ㍉私達が小さい 時には，おじいさんたち ，おばあ さんたちが，言い 伝えと 
して ユテカさ として語ったのは ，戦争の話でした・ 
え ㍉まさか，人生の 途中で，私達が 生きている時に ，いくさだの ，戦争だの，になろ 
うとは，皆も 私も思わないでいたのに ，まあ ， 日本語で言えば ，この，昭和十二年，六月 
二十二日の目に ，突然，暗くなった・そして 何だか変な，黒くしたガラスで 上の方を，太 
陽の方を見た・ 上の方を見たところ ，昼間だとばかり 思っているうちに 暗くなったのだが ， 
空に，そこらじゆうに 星が一面に輝いていた・ 
まあ 何と驚いたこと・ お 日様が出ている 時には， 星があ ることもわからなかったのに ， 
暗くなったらこのよう f=, 空 全体に星が一面に 々。 @@ 埠 -ぅ - ， 、 としているのだ・まあ あ きれた，何の 
前兆で，このように ， 急 ，に，あ たりがすつかり 真っ暗になったものか ，そしてこのように ， 
夜の星まで見えるのは ， 心配 て気 懸かりな気持に 自分のようなものでも ， なって， ( 私達 
は ) いたがそれから ， また， こんなこともあ った． 
海では，鯨が 上がった・あ る時は 2頭の鯨が上がった・あ る時は 3 頭の鯨が上がった  
ど う したことだろうと ， 私は 思いながら私達はいたが ，今度は， このように， セ 月の月 
と日本語で言 う ，七月の月，八日というならばアイヌ 語で言 う なら，八日，七月八日から ， 
急なこと， 日本の戦争がとうとう ，勃発した・ 今は，私達の 国じゅうにいる ，アイヌでも 
和人でも，戦争に 頼まれて行け ぼ ，始めて，国土を 防ぎ守り，国家を 防ぎ守ることができ 
るのだなあ ， と言っているところをみれば ，やはり，国土がためになる 前触れ国家がため 
になる前触れが 示され神様からお 告げがあ るために， あ る時はさっと 暗くなったり ，あ る 
時は鯨が次々に 上がったりしたのは ，神様のお告げがあ ったのであ ったことだと ，生涯忘 
れられぬ恐ろしい 話として，言い 伝えとして，今私が 語ろうとしているのですよ 妹 ・ 
この話を，まだその 続きを言って ，だんだんに 私達二人して 話し合うこと ，苦労したこ 
と，辛かった 忘れられないことを ，お話として 二人で話すのですよ． きあ後をまたあ なた 
が言ったら今度はまた 交代して私が 話すから， この苦労話をまだ 続けて話しましょう よ ・ 
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サダモ : ええ，共々に ，アイヌであ れ，和人であ れ，どの家でもどの 国でも，それぞれ 
に，これを言うのが ，神裁だか，聖戦だか ， 起 こった・それがために 私たちは本当にびっ 
くりした・ どの土地でも ， どの部落ででも ，共々に 昔 びづくりした・その 間じゆう，せめ 
て 畠 だけは，何事もなく ，作物でも，何でも ，私達のために 守られていたようであ った，何 
とかしたら，私達の 国，私達の本州の 方であ れアイヌの国 ( 二 北海道 ) であ れ，敵から守る 
ことができるのではないか ， ということばかり ， 私達は一心になって ， めいめい， お 祈 
りをして神様にお 願いし男はそうしながら ，いた間じゆう ，何事もないように ，何の食物 
でも私達の手に 入ったのに， どうしたのか ， 私達の国が負けたと 言 う ことが聞かれたら ， 
それからのように ，作物もとれない・ 年回りが悪いようになり ，そのような 状態が続いた ， 
私はこのほかにどんなことを 言うのⅠ 
また，あ まり私が言い 過ぎて，言えなくなるといけない   
w: さて， 私達の国が負けた 日は， 昭和二十年という 和人が言う言葉， 昭和二十年で 
す・私達の言葉でなら ，昭和二十年です・その 年， セ 月の月からのこと ，いよいよ，この 
北海道，アイヌの 土地にまで， パラパラッという 音が鳴り， バリバリッという 音が鳴り， 
燃えて行くところがあ った・和人の 村でも，和人の 土地でも，燃やされて ，村のあ った と 
ころ町のあ ったところが ，燃えて行った・ 焼けば っ くいがあ ちこちに立ち ，本当に。 情けな 
かった  
まあ ，土地がいためられ ，村がいためられ ， 泣きながら， 私達は苦労して ， その年は， 
この昭和二十年のこと ， それから， 畠のものも， 収穫がなかった・ 米も， 生えたけれど 
も，稔りがなくて ，収穫がなかった・ 飢鐘 のひどいのが ，二十一年，の 時から， 飢健 のひ 
どいのがあ って，アイヌでも ，和人のお偉力でも ，苦労したのは ，二十一年だったそんな 
苦労の思い出も 話しの間に話しているのですよ・ 
S: 本当にねえ・そんなことを 苦しかったと 思い出すことをお 互いに話し合うと ，泣き 
ながら，話し 合うことになるねえ・ 
それから，今年も ， どうしたわ け かこのように ，和人の土地で 旦那方の土地であ れ，大 
水なるものが ，町村をいためた ，町村をいためたという 噂があ って気の毒なことだ・だれ 
でも， よい収穫を得たいからこそ ，旦那方の土地では 一層，和人の 土地では一層，色々な 
食物を沢山蒔いたのだったのにこのように ， 水がはぎとってしまったとの 噂 ， 家であ れ， 
和人方であ れ，流れるものは 流れ，見つからないものは 見つからず，見つかるものは 見つ 
かって， だれであ っても 皆一緒に和人方であ っても，私達の 同胞 [ アイヌ ] であ っても， 
泣きながら苦労しているのであ ろうと 把、 っ て，そんなことをこそ ，泣きながら ，気の毒に 
旭 Ⅳ ) もしました   
遠くの方にばかり 聞くものと私達は 思っていたのに ，どうしたわけか ，私達の国 ( 北海道 ) 
でも， このように， 静内でであ ろうと， どこでもどこでも ，私達より東も 私達より西も ， 
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はがされはがされて ， アイヌでも和人でも ，水に流されたということを ，それこそ泣きな 
がら気の毒に 思った・ 
でも私達は，神様のお 蔭で，高い所にいたので ，そのような ，恐ろしい思いはしなかっ 
たとはいえ，遠くにいる 親戚ても，近くにいる 親戚でも， 川ぞいにいた者は ，本当にいろ 
いろこれからでも ，無かるべきものは 大嵐であ って，何事もなく ， 私まで， 午 いっぱい 過 
ご せればなあ ということばかりをお 互いに会えば 話し合った・ 
私の姉さんのあ なたほ遠く離れて 暮らしているものだから 何か話し合うことも ，やすや 
すとはすることはできなかったけれども ，今日やっと ，互いにそ ぼにいるので話し 合った 
のです・私も 言ったのですよ・ 
W: 本当にねえ・ 今年七月の月，四日にあ ったこと， この大水は今年だった・ 私も川 
ぞいに自分のような 者でも，わずがばかりの 田んぼを作ったところ ，その上を水が 通って， 
沢山の泥がその 上へ運ぼれた・ けれども半分程 は ，それ，実が 入っていて，私の 家の者も 
私も喜んで，沢山作った 人々はそれなりに ，少し作った 人々はそれなりに ，来も稔り，豆 
も実が入ろうとしているらしかった・ していた・ 
に いか = ぷ 
それから， あ ちこち，水のことで 気の毒な話があ るそうだね・ 荊冠ででも，実に ，二十 
六人も私達の 同胞も和人もまざって (水 ・‥ ) 家もろともに ，流されてしまった・ 三樽 も 三樽 
も ，そんな話を 聞けば，泣きながら 私達は気の毒に 思、 っていま． ナ・ 
静 内でも， アイヌの家ほ 川ぞいにばかりあ ったので， 家も畠も流されはがされた 話だ・ 
気の毒だなあ という気持をめ りめり 皆 私達は持っているけれども ，畠の半分でも ，人の半 
公 でも，稔りを 収穫できそうな 話なのかしら ?
もう田は皆田んぼはよく 実が入っても う じき，今月，十日からだか ，十二，三日頃 から 
だか， もう稲を刈 るべきようになっていると 言われている・ どうにかそれ 位になってい 
る．それなら ，秋の水がなければ 稔りのよいのを 人の半分だけでもとれそうだということ 
になっている． 
いろいろ苦労を 思い出すことを ， これまで生きてきた 間にしていることを ， この器械 
に ，私達が話し 合って入れておけば ，和人の方々にも 聞かせたり，彼等が 聞いたりできる 
ようにそういうことを 話したのですよ  
S:  ええ．そうだとも．そうだとも．話し 合いのいいのをしたねえ   
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